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二
〇
一
六
年
度
三
田
史
学
会
大
会
の
午
後
に
催
さ
れ
た
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
同
学
会
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
一
六
年
の
歳
月
を
隔
て
た
再
検
討
の
企
画
で
あ
っ
た
（
1
）
。
そ
こ
で

は
、
中
世
か
ら
近
世
へ
と
視
界
を
広
げ
な
が
ら
、
西
ア
ジ
ア
起
源

の
三
つ
の
一
神
教
（
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
）

が
展
開
し
た
「
拡
大
地
中
海
世
界
」、
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

中
東
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
を
併
せ
た
広
域
の
、
特
に
都
市
社
会
に
お
け

る
貧
困
（poverty

、
ア
ラ
ビ
ア
語
でfaqr

）
と
慈
善
（charity

、

�

ア
ラ
ビ
ア
語
でihsān

或
い
はbirr

）
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
に

つ
い
て
、
多
角
的
な
考
察
検
討
と
分
野
越
境
的
な
意
見
交
換
が
試

み
ら
れ
た
。

中
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
慈
善
と
貧
困
に
関
し
て
は

既
に
相
当
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
が
、
中
東
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
こ
の

テ
ー
マ
の
研
究
は
、
ア
ダ
ム
・
サ
ブ
ラ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
出
現

（
二
〇
〇
〇
年
）
を
機
に
活
性
化
し
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
（
2
）
。
そ

の
後
、
イ
ス
ラ
ー
ム
初
期
か
ら
近
現
代
に
至
る
中
東
各
地
の
慈
善

を
取
り
扱
い
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
家
の
Ｎ
・
Ｚ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス

が
結
語
を
述
べ
た
論
集
（
二
〇
〇
三
年
）
が
編
ま
れ
、
さ
ら
に
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
東
を
繋
げ
て
三
つ
の
一
神
教
に
お
け
る
慈
善
の

実
相
を
比
較
対
照
す
る
企
画
も
現
れ
た
（
3
）
。
そ
う
し
て
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
、
手
前
味
噌
な
が
ら
、
三
田
の
山
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
草
分
け
的
な
試
み
と
し
て
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。以

下
の
諸
論
攷
は
、
二
〇
一
六
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
二
つ
の

講
演
と
二
つ
の
コ
メ
ン
ト
の
内
容
を
敷
衍
し
て
活
字
化
し
た
も
の

で
あ
る
。
近
年
の
研
究
の
進
展
の
帰
結
と
し
て
内
容
は
多
岐
に
わ

た
る
が
、
そ
の
特
徴
を
あ
え
て
言
明
す
る
な
ら
ば
、
慈
善
機
能
を

備
え
た
都
市
施
設
を
視
野
の
中
心
に
据
え
る
傾
向
の
強
か
っ
た
二

序

言

長
谷
部

史

彦

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
環
地
中
海
都
市
の
慈
善
と
救
貧
│
│
中
世
か
ら
近
世
へ
│
│
」

序

言

一
一
七
（
三
四
一
）



〇
〇
〇
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
異
な
り
、
都
市
社
会
の
地
縁
的
・

社
会
的
な
結
合
に
基
づ
く
貧
民
救
済
や
相
互
扶
助
を
め
ぐ
る
諸
問

題
を
重
視
す
る
点
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
当
該
テ
ー
マ
研
究
を
先
導
し
て
き
た

河
原
温
氏
の
論
文
は
、
二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
刊
行
さ
れ
た
二

つ
の
重
要
論
集
を
中
心
に
こ
の
二
〇
年
間
の
中
世
・
近
世
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
関
す
る
研
究
動
向
を
概
観
し
、
そ
の
う
え
で
、
ネ
ー
デ
ル

ラ
ン
ト
諸
都
市
の
比
較
史
研
究
の
視
座
を
堅
持
し
つ
つ
、
ブ
ル
ッ

ヘ
の
教
区
貧
民
の
救
済
組
織
で
あ
る
聖
霊
タ
ー
フ
ェ
ル
の
慈
善
活

動
と
運
営
に
的
を
絞
っ
て
詳
論
し
、
新
た
な
研
究
の
地
平
を
拓
い

て
い
る
。
続
く
藤
木
健
二
論
文
は
、
近
世
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
都
市

に
関
す
る
慈
善
・
救
貧
研
究
に
つ
い
て
そ
の
展
開
・
到
達
点
・
課

題
を
総
括
し
た
う
え
で
、
一
八
世
紀
前
半
の
帝
都
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

に
居
住
す
る
多
く
の
障
害
者
を
含
む
ズ
ィ
ン
ミ
ー
（
イ
ス
ラ
ー
ム

国
家
の
異
教
徒
住
民
）
の
物
乞
い
に
関
す
る
オ
ス
マ
ン
語
の
ユ
ニ

ー
ク
な
台
帳
記
録
を
取
り
上
げ
て
詳
解
し
、
検
討
を
加
え
、
今
後

の
研
究
の
可
能
性
の
所
在
を
探
り
当
て
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
圏
と
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
西
方
の
「
境
域
」
を
歴
史
研
究
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
関
哲
行
氏
と
佐
藤
健
太
郎
氏
に
よ
る
コ
メ
ン

ト
は
、
二
つ
の
講
演
へ
の
専
門
的
な
反
響
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
さ

ら
な
る
思
考
を
促
す
の
み
な
ら
ず
、
未
だ
に
両
歴
史
文
化
圏
を
平

然
と
別
世
界
と
し
て
扱
う
研
究
姿
勢
を
搖
動
さ
せ
る
構
え
を
顕
示

す
る
点
で
も
示
唆
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

序
言
と
し
て
は
蛇
足
で
あ
る
が
、
当
該
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会

を
担
当
し
た
筆
者
の
イ
ス
ラ
ー
ム
政
権
下
の
ズ
ィ
ン
ミ
ー
に
関
す

る
補
論
の
要
点
も
こ
こ
に
覚
書
と
し
て
付
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。一

つ
目
は
、
受
益
者
の
設
定
に
関
し
て
一
定
の
制
限
は
あ
っ
た

が
、
ズ
ィ
ン
ミ
ー
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
慈
善
的
寄
進
制
度
で
あ
る
ワ

ク
フ
制
度
を
活
用
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
三
二
四
年
、

カ
イ
ロ
の
中
心
部
に
住
む
カ
ラ
イ
派
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ラ
シ
ー
ド
・

ア
ブ
ー
・
ア
ル
ビ
シ
ュ
ル
は
、
父
親
か
ら
相
続
し
た
カ
ー
ヒ
ラ
地

区
南
部
の
住
宅
の
持
分
（
二
分
の
一
）
を
ワ
ク
フ
物
件
と
し
、
そ

の
賃
貸
に
よ
る
収
益
の
受
け
手
を
自
ら
の
妻
で
同
じ
く
カ
ラ
イ
派

信
徒
の
ス
ィ
ッ
ト
・
ア
ッ
シ
ャ
ー
ム
と
し
た
。
そ
し
て
、
彼
女
の

死
後
の
受
益
者
に
つ
い
て
は
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
①
カ
イ
ロ
と

フ
ス
タ
ー
ト
の
カ
ラ
イ
派
の
貧
民
、
②
出
身
を
問
わ
ず
カ
ラ
イ
派

信
徒
の
貧
民
、
③
ヘ
ブ
ロ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
教
聖
域
の
維
持
、
④
あ
ら

ゆ
る
貧
民
と
い
う
か
た
ち
で
指
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
家

族
ワ
ク
フ
」
と
同
様
の
在
り
方
を
示
す
具
体
例
と
い
え
よ
う
（
4
）
。
ま

た
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
期
ア
レ
ッ
ポ
の
マ
ロ
ン
派
キ
リ
ス
ト
教
徒
が

設
定
し
た
レ
バ
ノ
ン
の
修
道
院
向
け
の
ワ
ク
フ
で
は
、
施
設
そ
の

史

学

第
八
七
巻

第
三
号

一
一
八
（
三
四
二
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も
の
で
な
く
「
修
道
院
の
貧
者
」
を
寄
進
対
象
（
受
益
者
）
に
指

定
す
る
形
が
と
ら
れ
て
い
た
（
5
）
。
す
な
わ
ち
、
ア
ラ
ブ
の
大
都
市
の

ワ
ク
フ
物
件
が
生
み
出
す
賃
貸
収
益
が
レ
バ
ノ
ン
山
岳
部
の
修
道

院
の
運
営
を
支
え
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
都
市
の
社
会
経
済
に
貢

献
す
る
と
い
う
ワ
ク
フ
の
一
般
的
傾
向
と
異
な
っ
て
、
都
市
の
富

が
僻
地
へ
と
還
元
さ
れ
て
い
た
事
例
と
し
て
も
興
味
深
い
。

二
点
目
は
、
施
し
を
受
け
る
側
に
あ
っ
た
ズ
ィ
ン
ミ
ー
の
貧
民

の
視
点
や
心
情
を
具
体
的
に
把
捉
す
る
こ
と
の
困
難
を
乗
り
越
え

よ
う
と
す
る
研
究
の
出
現
で
あ
る
。
中
世
フ
ス
タ
ー
ト
の
ベ
ン
・

エ
ズ
ラ
・
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
ゲ
ニ
ー
ザ
文
書
を
用
い
た
Ｍ
・
Ｒ
・
コ

ー
エ
ン
の
研
究
で
は
、
た
と
え
ば
、
困
窮
し
債
務
を
抱
え
て
身
を

隠
し
、
残
し
た
家
族
を
案
じ
る
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
後
期
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ヤ
フ
ヤ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ン
マ
ー
ル
が

救
済
を
求
め
て
作
成
し
た
、
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ラ
ビ
法
廷

宛
て
の
嘆
願
書
が
翻
訳
・
検
討
さ
れ
て
い
る
（
6
）
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

経
済
弱
者
の
「
肉
声
」
を
掘
り
起
こ
し
た
貴
重
な
仕
事
と
し
て
今

後
の
指
針
と
な
ろ
う
。

註（
１
）
二
〇
〇
〇
年
の
三
田
史
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、

大
月
康
弘
、
関
哲
行
、
三
浦
徹
、
伊
原
弘
、
長
谷
部
史
彦
の
論
攷

か
ら
な
る
長
谷
部
史
彦
編
著
『
中
世
環
地
中
海
圏
都
市
の
救
貧
』

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
と
し
て
ま
と
め
直
さ
れ
た
。
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